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1１
１．目的及びその適用範囲

（計画の目的）

１－１　この計画は水防法第15条の２第１項に基づき、（　　　　　）の洪水時の警戒避難体制に関する事項を定め、当該施設利用者の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時の浸水防止を図ることを目的とする。

（計画の適用範囲）

１－２　この計画は、（　　　　　）に勤務又は、利用する全てのものに適用する。

２．洪水時の防災体制に関する事項

　（水害対策本部の構成）

２－１　地下空間における浸水災害に備え、資料１のとおり、水害対策本部（自衛水防組織）を設置する。
（任務内容）

２－２　前項により設置した水害対策本部（自衛水防組織）の主な任務内容は下表のとおりとする。

	組　織　名　称
	任　務　内　容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（情報の収集・伝達）

２－３　情報の収集・伝達体制について次のとおり定める。

(1) 情報の収集体制

　 　浸水の危険性を把握するために、気象情報、河川情報、避難情報等について下表のとおり、収集すべき内容、収集の手段を定める。

	情　報　の　内　容
	収　集　の　手　段

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


＜インターネットHP＞
川の防災情報
http://www.river.go.jp/
北海道防災情報
http://www2.bousai-hokkaido.jp/
防災気象情報
http://www.jma.go.jp/jma/menu/flash.html
流域ライブ映像
http://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/259973/www.is.hkd.mlit.go.jp/07bosai/02liveeizo/ 
(2) 情報の伝達体制

収集した情報から浸水の危険性を感じた時や浸水の予測、避難情報等を入手したときには、資料２により、速やかに情報の伝達を行う。

（警戒活動）

２－４　地下空間への浸水の防止や被害の拡大を防ぐため、次のとおり、状況に応じ、段階的に警戒活動を実施する。

(1)　注意体制

	入手情報（発生事象）等
	編　成
	対　応　内　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(2)　警戒体制

	入手情報（発生事象）等
	編　成
	対　応　内　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


(3)　非常体制

	入手情報（発生事象）等
	編　成
	対　応　内　容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※　雨の降り方、施設周辺の道路の状況等、地上部の状況について、直接確認を行う。
３．利用者の洪水時の避難の誘導に関する事項

（避難誘導の時期）

３－１　避難誘導は次の事項を判断基準として開始する。

(1) 札幌市長から「避難勧告」「避難指示」が発令された時

(2) 局所的豪雨や河川はん濫により、地上部の道路が冠水する等、地下浸水の危険が迫った時

（避難先・避難経路）

３－２　地上に避難するまでの避難経路については、資料３「（　　　　　）避難経路図」のとおり避難経路図を作成し、利用者の目に付きやすい場所に標示する。

（避難誘導時の留意点）

３－３　避難誘導時の留意点を次のとおり定める。

(1)　避難誘導の留意事項

　ア　施設の利用者、従業員を避難誘導員が避難確保計画で定められた避難先(地上や高層階)へ誘導する。

　イ　避難誘導にあたっては、エレベーター等の昇降機は原則的に使用させない。

　ウ　避難方向や浸水の状況を知らせ、混乱の防止に留意する。

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2)　避難誘導員の留意事項

　ア　携帯用拡声器、懐中電灯、ロープ等の必要資器材を携行し避難誘導にあたる。

　　イ　エレベーター等の昇降設備の前、階段、行き止まり通路等に配置し、避難者を安全な地点に誘導する。

　　ウ　高齢者や障がいのある方等を確認した場合は、従業員や利用者の協力を求め、避難を援護する。

　　エ　避難誘導員は最後尾となり、避難が完了したことを確認後退避する。なお、防水扉がある場合は閉鎖する。

　　オ　利用者や従業員を決して走らせない。

　　カ　避難誘導員自らパニック状態に巻き込まれないようにする。

　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（避難情報等の伝達）

３－４　周知すべき気象情報や避難勧告等の避難情報を入手した際には、資料４のとおり、館内放送を利用して、利用者及び従業員に伝達する。
４．浸水防止に関する事項

（情報伝達施設の整備）

４－１　利用者及び従業員に対し、気象情報や避難情報についての情報を伝達するための放送設備を整備する。

（水防資機材の整備･点検）

４－２　地下空間への浸水被害を防止・軽減することを目的とし、次の資機材を整備し、定期的に点検を実施する。

　　　また、保管場所や使用方法について従業員等に周知する。

	資機材名
	仕　様
	数　量
	保管場所
	設置／更新

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（浸水防止計画）
４－３　洪水が予想されるときは、下表及び資料５「（　　　　　）止水箇所」のとおり、止水板、土嚢等を用いて浸水防止対策を行う。
	浸水防止基準
	設置箇所
	浸水防止対策方法
	備　　考

	河川氾濫発生情報が発表された場合
	
	
	

	河川氾濫警戒情報が発表された場合
	
	
	

	大雨特別警報が発表された場合
	
	
	

	その他浸水が予想されるとき
	
	
	


５．洪水時を想定した防災教育及び訓練の実施に関する事項

（防災教育に関する計画）

５－１　地下浸水時の被害を最小限にするため、従業員や利用者に対し、防災意識の啓発・高揚を図るための防災教育を実施する。

（防災教育の実施時期・実施内容等）

５－２　防災教育は、下表のとおり実施する。

	対　象　者
	目　　　的
	内　　　　容
	実施月

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（防災訓練に関する計画）

５－３　地下浸水時に円滑かつ迅速な行動をとるために、浸水防止対策や避難誘導の実地訓練を実施する。また、訓練を通して、防災体制の点検と問題点の抽出を行い、必要に応じて、避難確保計画の是正等を行っていく。

（防災訓練の実施時期・実施内容等）

５－４　防災訓練は、下表のとおり実施する。

	対　象　者
	目　　　的
	内　　　　容
	実施月

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


６．避難確保計画の報告と公表に関する事項

（計画の報告）

６－１　「避難確保計画」を作成・変更した場合には、速やかに札幌市へ報告する。

（計画の公表）

６－２　作成した計画は、従業員および利用者に向けて公表する。
	公表方法
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	内　容

	〈避難勧告等入手の際の放送内容〉

「〈例〉こちらは、○○防災センターです。ただいま札幌市災害対策本部より避難勧告の発令がありました。従業員の指示に従い大至急地下街から避難してください。

繰返しお知らせします。

こちらは、○○防災センターです。ただいま札幌市災害対策本部より避難勧告の発令がありました。従業員の指示に従い大至急地下街から避難してください。」


	上記文に以下の事項を続ける：

· 「避難に際しては、エレベータ・エスカレータは停止しておりますので、階段により避難してください。」

	· 「避難に際しては、係員の指示する方向へゆっくりとお進みください。なお、避難にあたり援護が必要な方、および援護が必要な方をお見かけした方は、お近くの警備員にご連絡をいただきますようお願いいたします。また、援護を要する方の近隣におられる方々は避難についてご支援、ご協力をお願いします。」
地上周辺が危険な場合：

· 「現在地上外部は大変危険となっていますので、お近くの地下街接続ビルの３階以上の階に直接避難してください。」





資料１　水害対策本部（自衛水防組織）の構成





札幌○○ビル


水害対策本部長





店舗･氏名･連絡先





札幌○○ビル


水害対策副本部長





店舗･氏名･連絡先





情報収集・伝達班長





店舗･氏名･連絡先





情報・伝達収集班





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。








店舗・氏名・連絡先





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。





警戒活動班長





店舗･氏名･連絡先





警戒活動班





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。








店舗・氏名・連絡先





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。





避難誘導班長





店舗･氏名･連絡先





避難誘導班





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。








店舗・氏名・連絡先





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。





現地対策班長





店舗･氏名･連絡先





現地対策班





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。








店舗・氏名・連絡先





店舗・氏名・連絡先


店舗等の連絡先、担当者名を記入する。





札幌○○ビル施設管理者











札　幌　市





FAX





資料２　避難情報伝達体制





札幌○○ビル　水害対策本部





水害対策本部長





■責任者■　　　　　　■メンバー■





水害対策副本部長





情報収集・伝達班





警戒活動班





避難誘導班





現地対策班





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





氏　名：○○　○○


連絡先：





資料３　避難経路図
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資料４　避難情報伝達文





資料５　浸水防止対策実施箇所図
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地上、地下部ともに対策を実施





地上、地下部ともに対策を実施
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